

















































































































































24 25大学とグローバル化　大阪大学GLOCOLの9年間の経験から 第 1章　歴代センター長に聞く――GLOCOL の歩み
でした。
―　いま先生がおっしゃったようにいくつかの私立大学は先駆的なこと
をしていたわけですけれども、予想しなかった問題とか、こういったプロ
グラムを運営するなかででてきた困難とかそういったことはありましたで
しょうか。
栗本　予想していなかったことはあまりありません。これは予想していた
ことであらためて確認したことです。
　その前にすでに私立でおこなわれていたこういうプログラムと、
GLOCOLがやってきた違いは、私学の方は主な対象が学部生です。
GLOCOLがやってきたことは主として前期課程院生で、それは違いがあり
ます。外国に行くだけで意味があるというわけではありません。外国にいっ
てちょっと英語を話してみましょうというだけで意味があるというわけで
はありません。ある専門性が要求されます。そのプログラムもよく練られ
ていないといけません。
　あらためてわかったことは、こういうプログラムをやることは手間ひま
がかかる。したがってコストパフォーマンスは低い。これはマスプロの教
育の対極にあります。非常に贅沢な教育です。それは大阪大学だからで
きるということです。優れた教員がいて、数名～ 10名くらいの参加者に
極めて手間ひまをかけた教育プログラムを提供します。ただ、その問題
というのは阪大の前期課程院生といっても1学年2000人いますから、全
員に提供するのは無理です。せいぜい1割です。1割でも意味があります。
阪大のような大学だからこそ、やる価値があるものだと思います。
―　主に学部生よりも前期博士課程の大学院生に提供するとなると、
よけいに手間ひまの部分が難しい部分が強くなってくると思うのですけれ
ども、そのところは学部生ではなく前期の院生を主な対象とした理由は何
かあるのでしょうか。
栗本　そもそも高度教養プログラムというのは院生を対象にしています。
もちろん学部を卒業して大学院に行かずに就職される学生のみなさんも
各分野でリーダーになっていくわけですが、大学院を修了した人の方がよ
り専門的な知識と能力を身に付けてそれぞれの分野で活躍していくわけ
です。高度教養プログラムの趣旨は、そういう専門的な知識を身に付けて、
世界中で活躍する人がよりひろい視野をもってほしい。本来のその人の専
門だけではなくて、プラスαで。もちろん専門が一番大事でちゃんと勉強
してほしいのですが、時間的余裕をみつけて海外体験型教育プログラム
にも参加してほしいということです。したがって現実的な問題は最初から
わかっていたことですが、院生のみなさんも専門の勉強でそれぞれ忙しい
わけです。そのなかでいかにGLOCOLがやっているプログラムに参加して
いただけるのか。理科系のハードコアな部分はなかなか難しい部分があ
ります。
GLOCOLセミナーは人的ネットワークを拡大する手段
―　教育とともに研究と実践、これらの3つを連関させて行うというこ
とがGLOCOLのコンセプトにおいて重要であるということで、GLOCOLの
内部で横断的な地域や専門性を横断した共同研究がおこなわれていて、
そういったコミニュケーションがあったからこそ、いろいろな教育プログ
ラムができたという点もあるのでしょうか。
栗本　共同研究はそのうちの一つであって、メインではありません。あと
はGLOCOLセミナー。当初は、そのセミナーにGLOCOLの教員が全員参加
していました。セミナー自体がいろいろな人的ネットワークを拡大確立す
ることの手段の一つであるという位置づけでした。だんだんそれが薄れて
いきました。いろいろな共同研究も含めて教員個人は個人研究をやってい
ます。科研費のプロジェクトもやっています。GLOCOL教員の個人研究お
よび外部資金をとってやっている科研費プロジェクトも含めて、さまざま
なプロジェクトを有機的に総合するというモメントが低下していった部分
もあります。それは端的にはGLOCOLのスタッフ相互の対話、議論の低下
です。みなさん忙しくなったこともあると思います。
―　そういったGLOCOLの9年間の成果をふまえたうえで、グローバル
化時代の大学のあり方が今回の連続セミナーのおおまかなタイトルなの
ですけれども、特にGLOCOLの9年間の成果をふまえてこういった部分を
阪大で継承すべき、こういった部分を他の大学とかでも教訓として伝える
べきだと先生がお考えになることがありましたら。
栗本　まずGLOCOLがやってきたさまざまな教育プログラムは、どういう
成果があったかということです。それに参加した学生たちがどういう経験
をして、どういうふうに成長したのかにまず目をむける。その連続セミナー
の最後の第4回目は私も出ました。サクセス・ストーリーを選んだのだと
思いますが、4人のみなさんの発表は素晴らしかったです。あれをきいて
やはりGLOCOLをやってきてよかったとあらためて思いました。全体的に
何百人かの人が参加してどういう効果があったのかはよく見極めないとい
けない。私は非常にポジティブな成果があったと思っていますけれども、
それをさらに引き継いで展開しようと思ったら、どういうことをしないとい
けないか考えないといけないと思います。
